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アクリルアミド（CAS no. 79-06-1） 

文献信頼性評価結果 

 

 

○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

アクリルアミドの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験において、ほ乳類の生殖へ

の影響を示すことが示唆された。 

 

(１)生殖影響 

 Wang ら(2010)によって、アクリルアミド５、10mg/kg/day を８週間連続経口投与した 21 日齢

雄 SD ラットへの影響が検討されている。その結果として、10mg/kg/day のばく露群で投与期

間中の精巣上体尾部中精子数の低値、精細管中ライディッヒ細胞数の高値、血清中テストステ

ロン濃度の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用 

 Woo ら(2007)によって、アクリルアミド 21.5mg/kg/dayを５週間連続飲水投与した６週齢雄 SD

ラットへの影響が検討されている。その結果として、摂餌量の低値、体重の低値、脳絶対重量

の低値、肝臓絶対重量の低値、精巣相対重量の低値、脳相対重量の高値、精巣上体絶対重量の

高値、坐骨神経の軸索変性重篤度(スコア、軸索変性率、軸索ミエリン化率)の高値、三叉神経

の神経節細胞における中心性色質融解の重篤度スコアの高値、精巣障害の重篤度(生殖細胞剥

離重篤度スコア、精細管変性率)の高値、精巣上体障害の重篤度(精巣上体管での細胞残片スコ

ア)の高値、小脳のシナプトフィジン異常発現スコア(免疫抗体法で斑点として検出)の高値が認

められた。 

想定される作用メカニズム：アンドロゲン様作用 

 Zenick ら(1986)によって、アクリルアミド 25、50、100ppm(飲水中濃度)を交配２週間前(80～

90 週齢)から妊娠、出産、離乳まで連続飲水投与した雌 LEラットへの影響が検討されている。

その結果として、50ppm 以上のばく露群で 14日齢雄新生仔体重の低値、21日齢雌新生仔体重

の低値が認められたが、妊娠率、１日齢同腹新生仔数、１及び 21 日齢新生仔生存率には影響

が認められなかった。また、アクリルアミド 50、100ppm(飲水中濃度)を 13週齢以上から最長

10 週間連続飲水投与した雄 LEラットへの影響が検討されている。その結果として、投与期間

中(投与開始 9週間後)の交尾行動試験において、100ppmのばく露群で射精液中精子数の低値、

マウント回数の高値、挿入回数の高値が認められた。投与終了後の非ばく露雌との交配試験に

おいて、100ppm のばく露群で妊孕率の低値、着床後胚消失率の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：アンドロゲン様作用、抗アンドロゲン様作用 

 Sakamoto と Hashimoto(1986)によって、アクリルアミド 0.3、0.6、0.9、1.2mM(=66、133、199、

265mg/L 飲水中濃度)を４週間連続飲水投与した雄 ddY マウスへの影響が検討されている。そ
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の結果として、投与終了後の非ばく露雌との交配試験において、0.6 及び 0.9mM(=133 及び

199mg/L)のばく露群で精巣上体中精子数の高値(ただし、1.2mM(=265mg/L)群では低値)、

0.9mM(=199mg/L)以上のばく露群で同腹胎仔数の低値が認められた。1.2mM(=265mg/L)のばく

露群で妊孕率の低値、同腹吸収胚数の高値、形態異常精子率の高値が認められた。 

また、アクリルアミド 1.2mM(=265mg/L 飲水中濃度)を４週間連続飲水投与した雄 ddY マウ

スへの影響が検討されている。その結果として、投与終了後の非ばく露雌との交配試験におい

て、出産率の低値、同腹新生仔数の低値が認められた。 

また、アクリルアミド飲水中濃度 1.2mM(=265mg/L)を４週間連続飲水投与した雌 ddY マウ

スへの影響が検討されている。その結果として、投与終了後の非ばく露雄との交配試験におい

て、同腹吸収胚数の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：アンドロゲン様作用、抗アンドロゲン様作用 
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